
13日「今井邦子文学祭」
下諏訪町の関係団体でつくる今井邦子文学祭実行委

員会は13日午前10時から、「今井邦子文学祭」を同町

湯田町の今井邦子文学館で開く。下諏訪ゆかりのアラ

ラギ派歌人・今井邦子（1890～1948年）の業績を知っ

てもらおうと、邦子の命日（7月15日）に合わせて開

催する。今回のテーマは「今井邦子と茜蘇畠」。邦子の

育ての親である父方の祖母よねの実家があった和田峠

の西餅屋と、邦子の関係を関連する作品を通して掘り

下げる。参加無料。　　　　　　　（樋口美世子）

今井邦子文学祭への来場を呼び掛

ける同実行委昌や講演者の皆さん
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